
委員会評価報告書 

事 業 名 定住促進空き家対策事業（平成３０年度実施） 

担当課・室・係 まちづくり推進課地域振興係 

事業の目的 

空き家等を有効活用し、定住促進による集落の維持を図るととも

に、移住に要する経費の一部を助成することにより、人口の増加、

地域の活性化等に資することを目的とする。 

事業の概要 

空き家バンクの運営を豊後大野市宅地建物流通センターに委託

し、空き家情報のマッチングを図りながら、改修や賃貸及び売買契

約に係る経費の補助、定住の奨励金、家財処分費補助、引越費用補

助、空き家成約奨励金などの支援を行っている。 

 大都市圏での移住相談会に参加するとともに、全国移住ナビ等を

活用した情報発信により移住者の確保に取り組んでいる。 

 また、移住促進を図るため、移住希望者が本市で一定期間生活し、

移住に向けた準備や移住体験ができるお試し滞在施設を設置・運用

している。 

事業結果に 

対する評価 

Ａ 

きわめて良好 

Ｂ 

良   好 

Ｃ 

おおむね適正 

Ｄ 

問題がある 

Ｅ 

かなり問題 

【問題点など】 

 市外からの移住者は少しずつではあるが、実績が伸びておりおおむね適正で

あると考えるが、空き家物件の登録数が不足していることと、ＰＲ活動が足り

ないことが問題点と考える。 

事業の今後 

の方向性 

１ 

拡 充 

２ 

継 続 

３ 

改 善 

４ 

縮 小 

５ 

休止・廃止 

【提言など】 

 移住した方が安心して本市になじんでもらえるように、例えば、相談対応を

する移住支援員を配置するなど、移住後の支援を充実させること。 

 引き続き、盆などの帰省時期等を利用し相談会を行うなどして、空き家物件

の掘り起こしに力をいれること。 

 物件に対する情報と併せて豊後大野市の魅力を更に広く発信していただきた

い。 

  

  

 


